
課題名：夏秋雨除けトマト栽培における安定生産技術の開発（令４～７） 

 

内容：県中北部を産地とする夏秋雨除けトマトは、高温や強日射による裂果や秋

期の草勢の低下により、品質の低下や収量の減少が問題となっています。

そこで、裂果に強い品種の選定や草勢を維持できる穂木・台木品種の組合

せ､着果管理法を解明し､安定して高品質な果実を生産することができる

栽培技術を開発しています。 

 

 

 

高冷地研究室ＨＰへ

農業研究所ＨＰへ 

高温、強日射で裂果（矢印）
した桃太郎系品種の果実
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夏秋トマトの月別収量
（桃太郎サニー自根、令和2年）
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